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１ 

 

 
 
 

米
軍
基
地
騒
音
被
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
等
に
つ
い
て
の
日
米
間
の
費
用
分
担
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

 

令
和
六
年
二
月
十
五
日
に
提
出
し
た
「
米
軍
基
地
騒
音
被
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
等
に
つ
い
て
の
日
米
間
の
費
用
分
担
に
関

す
る
質
問
主
意
書
」
で
は
、
米
軍
基
地
に
起
因
す
る
騒
音
被
害
へ
の
損
害
賠
償
や
、
廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て
の
日
米
間
の
費
用

分
担
に
つ
い
て
、
納
税
者
に
対
す
る
説
明
責
任
の
観
点
か
ら
質
問
を
行
っ
た
。 

 

し
か
し
、
令
和
六
年
二
月
二
十
七
日
に
受
領
し
た
同
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
二
一
三
第
四
五
号
）
で

も
、
米
軍
基
地
に
起
因
す
る
こ
れ
ら
の
費
用
を
日
本
側
が
負
担
す
る
こ
と
と
し
た
経
緯
や
根
拠
、
範
囲
等
に
つ
き
、
依
然
と
し

て
不
透
明
な
部
分
が
残
さ
れ
て
お
り
、
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。 

 

つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
を
踏
ま
え
、
改
め
て
、
日
米
間
の
費
用
分
担
に
関
し
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
答
え
ら
れ
た
い
。 

一 

先
の
答
弁
書
「
一
の
１
に
つ
い
て
」
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
在
日
米
軍
基
地
の
騒
音
被
害
に
係
る
訴
訟
で
確
定
し
た
損
害

賠
償
金
（
遅
延
損
害
金
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
、
以
下
の
問
い
に
答
え
ら
れ
た
い
。 

 

１ 

日
本
政
府
が
こ
れ
ら
の
損
害
賠
償
金
を
負
担
し
た
法
的
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

日
本
政
府
が
こ
れ
ら
の
損
害
賠
償
金
を
支
出
し
た
際
の
予
算
上
の
費
目
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

先
の
答
弁
書
「
二
の
１
に
つ
い
て
」
に
関
し
、
以
下
の
問
い
に
答
え
ら
れ
た
い
。 



 

２ 

 

 
１ 

「
二
の
１
に
つ
い
て
」
で
は
、
在
日
米
軍
か
ら
施
設
及
び
区
域
が
返
還
さ
れ
た
場
合
の
原
状
回
復
措
置
に
係
る
も
の
に

つ
い
て
は
日
米
地
位
協
定
第
四
条
１
、
ま
た
、
提
供
施
設
整
備
、
米
軍
再
編
等
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
日
米
地
位
協
定

第
二
十
四
条
１
及
び
２
に
基
づ
き
、
日
本
政
府
が
在
日
米
軍
基
地
に
由
来
す
る
有
害
廃
棄
物
の
処
理
を
行
っ
て
い
る
旨
が

説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
未
だ
返
還
さ
れ
て
い
な
い
在
日
米
軍
基
地
に
係
る
も
の
で
、
日
本
政
府
が
処
理
費

用
を
負
担
す
る
「
提
供
施
設
整
備
、
米
軍
再
編
等
に
係
る
も
の
」
と
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
も
の
（
米
国
政
府
の
費
用
負

担
で
処
理
さ
れ
る
も
の
）
の
区
別
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

こ
れ
ま
で
に
日
米
の
合
意
に
基
づ
き
、
米
国
政
府
の
費
用
負
担
に
よ
っ
て
在
日
米
軍
基
地
内
の
有
害
廃
棄
物
が
処
理
さ

れ
た
事
例
が
あ
れ
ば
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

先
の
答
弁
書
「
二
の
２
に
つ
い
て
」
「
二
の
３
に
つ
い
て
」
及
び
「
二
の
５
に
つ
い
て
」
で
は
、
日
本
政
府
が
、
①
在
日

米
軍
基
地
内
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
費
用
、
②
普
天
間
飛
行
場
内
に
保
管
さ
れ
て
い
た
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
含
む
汚
染
水
、
③
日
本
政
府
が

実
施
す
る
在
日
米
軍
施
設
の
解
体
工
事
等
に
際
し
て
確
認
さ
れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
費
用
を
負
担
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
政
府
が
こ
れ
ら
の
費
用
を
支
出
し
た
際
の
予
算
上
の
費
目
を
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
た
い
。 

四 

在
日
米
軍
基
地
内
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
、
以
下
の
問
い
に
答
え
ら
れ
た
い
。 



 

３ 

 

 
１ 

日
本
政
府
が
処
理
費
用
を
負
担
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
う
ち
、
「
提
供
施
設
整
備
」
の
一
環
で
処
理
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄

物
の
量
、
「
米
軍
再
編
に
係
る
も
の
」
と
し
て
処
理
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
量
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

「
再
編
の
実
施
の
た
め
の
日
米
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
合
意
さ
れ
た
平
成
十
八
年
五
月
以
前
に
、
防
衛
省
が
在
日
米
軍
基

地
（
跡
地
を
含
む
。
）
か
ら
引
き
取
り
、
現
在
も
保
管
し
て
い
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
が
あ
れ
ば
、
保
管
場
所
と
そ
の
各
所
に

お
け
る
保
管
量
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

在
日
米
軍
基
地
内
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
の
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
（
二
プ
ラ
ス
二
）

で
、
米
本
国
に
搬
出
し
て
処
理
す
る
方
針
で
合
意
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
、
こ
れ
を
日
本
国
内
に
お
い

て
、
日
本
政
府
の
費
用
負
担
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
と
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

先
の
答
弁
書
「
二
の
３
に
つ
い
て
」
及
び
「
二
の
４
に
つ
い
て
」
に
関
し
、
以
下
の
問
い
に
答
え
ら
れ
た
い
。 

 

１ 

「
二
の
４
に
つ
い
て
」
で
は
、
米
国
政
府
が
在
日
米
軍
施
設
に
お
い
て
保
有
す
る
泡
消
火
薬
剤
は
「
米
国
政
府
の
負
担

に
よ
り
処
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
」
と
答
弁
す
る
一
方
、
「
二
の
３
に
つ
い
て
」
で
は
、
普
天
間
飛
行
場

内
で
保
管
さ
れ
て
い
た
泡
消
火
剤
を
含
む
汚
染
水
に
つ
い
て
は
、
「
日
米
地
位
協
定
第
二
十
四
条
２
の
規
定
に
基
づ
き
日

本
政
府
が
処
分
を
行
っ
た
」
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。 



 

４ 

 

 
 
 

米
軍
が
保
有
す
る
泡
消
火
剤
の
処
理
は
米
国
政
府
が
行
う
が
、
米
軍
施
設
内
で
保
管
さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
含
む
汚

染
水
の
処
理
は
日
本
政
府
が
行
う
と
区
別
す
る
根
拠
と
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

報
道
に
よ
れ
ば
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
含
む
泡
消
火
剤
で
汚
染
さ
れ
た
水
を
保
管
し
て
い
る
在
日
米
軍
基
地
は
米
軍
普
天
間
飛

行
場
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
米
軍
横
田
飛
行
場
で
も
約
百
四
十
万
リ
ッ
ト
ル
の
汚
染
水
が
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

報
じ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 

日
本
全
国
の
米
軍
施
設
内
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
含
有
の
泡
消
火
剤
汚
染
水
の
量
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 

 
 
 

ま
た
、
そ
れ
ら
の
汚
染
水
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
日
米
両
政
府
の
ど
ち
ら
が
、
ど
の
よ
う
に
（
焼
却
処
分
等
の
処
理
方

法
）
行
う
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


